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○ 2010 年度関西支部総会・年会のお知ら

せ

○ 関西支部第32回夏季大学

○ 支部発行過去文献の電子化保存と公開

に関するお願い
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○ 住所変更届のお願い

○ （社）日本気象学会入会案内
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○ 2009年度関西支部例会 報告

第１回例会（四国地区）

日本気象学会関西支部の 2009 年度第１回例会は、香川大学幸町キャンパスの研究交

流棟で開催されました。香川大学、高知

大学、高松地方気象台などから合計 47

名の参加者がありました。一般講演では、

線状降水帯に関する事例解析と統計解析、

熱雷予測、やまじ風、香川の水資源問題、

レーダーによる渦検出など、計７件が、

小山浩氏(高松地方気象台)および村田文

絵氏(高知大学)の座長のもとに行われま

した。例年に比べ発表件数は少なかった

ものの、四国の気象災害などに直接関わ
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特別講演の様子
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る興味深い話題ばかりであったこともあり、一件あたりの討論を含めた講演時間 20 分

を超えて活発な議論が行われました。

特別講演は森滋男氏(高松地方気象台)の座長のもと、気象研究所の小司禎教主任研究

官により「GPS による大気観測と豪雨予測に関する研究」という演題で行われました。

小司氏はGPS気象学のパイオニアの一人です。講演では、数値予報の基礎からGPS観

測による可降水量の算出、データ同化など現在の気象予報における GPS データの利用

方法や、将来に向けたより高度な観測結果などについて丁寧に解説されました。

特別講演終了後、香川大学生協食堂に移動して懇親会が行われました。講演参加者の

ほとんどが出席し、講演に関わる問題や様々な気象学の話題で熱心に語り合っていまし

た。特に、一般講演や特別講演では手もあげられなかった学生たちが、小司氏や気象台

職員、他大学教員などに積極的に質問をぶつけ、議論を交わしていました。

最後に、特別講演をお引き受けいただきました気象研究所の小司禎教氏、例会開催に

あたりご尽力いただいた香川大学の寺尾徹氏ならびに香川大学の学生の皆さん、高松地

方気象台の皆様に、改めて御礼申し上げます。

（佐々浩司 四国地区理事）

第2回例会（中国地区）

第2回例会は、2009年12月19日

（土）に岡山大学教育学部で開催されまし

た。冬型気圧配置が強まる厳冬の最中にも

かかわらず、本例会へは計48名が参加し

ました。

一般講演では大橋唯太会員（岡山理科大

学）、塚本修会員（岡山大学）、山下栄次

会員（岡山理科大学）による座長のもと、

全部で18題が発表されました。テーマは

降水、霧、気象教育、海陸風、ヒートアイ

ランド、温熱環境、酸性雨、森林の蒸発散・CO2吸収、海洋上のCO2交換など、かな

りのバラエティーに富み、異分野研究間の交流にもつながりました。

特別講演では加藤内藏進会員（岡山大学）を座長に、佐藤尚毅講師（東京学芸大学）

による｢日本の盛夏期の天候に関連する気圧偏差パターンの形成過程｣という題の講演が

おこなわれました。日本付近における梅雨前線の北上が近年遅くなっている紹介から話

がはじまり、過去の研究事例を交えながら、小笠原高気圧やオホーツク海高気圧の変動

に伴う日本の季節進行において、南海上の対流活動だけでなく西から伝播してくる定常

ロスビー波の出現にも注目すべきであることなどが紹介されました。専門外の研究者や

大学院生、さらには学部生にも理解しやすい平易な表現など説明の工夫をしていただき、

聴講後の学生からも大変興味が湧いたという感想を多く聞くことができました。

発表件数が多くて１件あたりの質疑応答に時間を十分に取れませんでしたが、例会終

了後に大学構内のピーチユニオンで開かれた懇親会で発表内容に関する議論が続けられ

ました。例会では大学学部生や大学院生の研究発表が非常に多く、卒業研究の今後の進

例会の１コマ
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展に貴重な場として有用であったことや、他大学の学生との交流にも本例会が十分な役

割を果たしたと思われます。

最後に、特別講演を引き受けてくださった東京学芸大学の佐藤尚毅氏と、発表会場並

びに懇親会の手配と運営すべてをおこなってくださった岡山大学の加藤内藏進会員と加

藤研究室の大学院生・学部生の皆様、また、例会の運営に御支援と御協力をいただいた

多くの皆様方に対し、心より御礼を申し上げます。

（大橋唯太 中国地区理事）

第3回例会（近畿地区）

日本気象学会関西支部と海洋気象学会の合同例

会が、2010年2月23日（火）13時から17時過

ぎにかけて、神戸大学海事科学部コンファレンス

ホール（神戸市東灘区）において開催されました。

日本気象学会と海洋気象学会の構成員を中心に

32名が参加しました。

講演内容は、主に海洋に関するもの（富山湾の

水塊構造、富山湾の寄り周り波、瀬戸内海の海水

pH、副振動）と、大気に関するもの（温帯低気

圧の発生と発達、兵庫県佐用町での豪雨）、及び

海洋気象（大気・海水中のN2O濃度、海面乱流フラックス計測、WRFモデルの海上

風精度検証、QuikSCATによる海上風観測）に分けられ、計10題の発表が行われまし

た。本会は海洋気象学会との合同例会であるため、例年海洋に関連した講演が多いのが

特徴ですが、今年度は特にその傾向が強かったと言えます。

講演は3部に分けて行われ、第1部は林美鶴海洋気象学会会員（神戸大学海事科学研

究科）、第2部は大澤輝夫会員（神戸大学海事科学研究科）、第3部は岩山隆寛会員

（神戸大学理学研究科）がそれぞれ座長を務めました。参加人数がそれ程多くなかった

こともあり、発表者と聴講者の距離が近く、アットホームな雰囲気の中で熱心な発表と

活発な議論が行われました。

例会終了後、同会場において懇親会が行なわれ、20数名の参加がありました。昼間

の発表時間内にできなかった議論をより深めると共に、大いに親睦を深めることができ

ました。

最後に、会場の手配・設営及び例会の運営にご支援とご協力を頂いた海洋気象学会及

び日本気象学会関西支部の関係者の皆様に、改めてお礼を申し上げます。

（大澤輝夫 常任理事）

○ 第29期役員選挙に係わる選挙管理委員の任命

日本気象学会関西支部長は、日本気象学会関西支部役員選挙細則により、2010年2月

26日、次の会員を選挙管理委員に任命しました。

長澤 芳美 会員（大阪管区気象台、林 麻利子 会員（大阪管区気象台）

熱心に聞く参加者
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○ 関西支部第29期役員選挙の告示

日本気象学会関西支部規約（第9条）及び日本気象学会関西支部役員選挙細則に基づき、

次期役員の選挙を以下の要領で実施します。

日本気象学会関西支部選挙管理委員会

（委員）長澤 芳美、林 麻利子

〒540-0008大阪市中央区大手前4-1-76大阪合同庁舎第4号館

大阪管区気象台技術部内（電話 (06)6949-6322）

*------------**------------**------------**------------**------------**------------**------------*

(1)選出する役員数

常任理事7名、地区理事6名（近畿・中国・四国各2名）、会計監査1名

(2)立候補の届出

ア．立候補の資格‥‥2010年4月1日現在で関西支部の通常会員である者。

イ．届出の手続き‥‥立候補もしくは候補者を推薦する者は、選挙管理委員会に届出

用紙を請求し、必要事項をもれなく記載の上、同委員会に提出すること（郵送可）。

ウ．届出の期間‥‥2010年4月5日（月）から2010年4月16日（金）までに届ける

こと（必着）。

エ．届出の宛先‥‥〒540-0008大阪市中央区大手前4-1-76 大阪合同庁舎第4号館

大阪管区気象台技術部気付日本気象学会関西支部選挙管理委員会

オ．立候補者の資格審査‥‥立候補届出期間終了後、速やかに行う．

カ．立候補者名簿の記載順序‥‥立候補者資格審査合格者について、選挙管理委員会

が抽選により定める。

キ．立候補受付状況の公開‥‥立候補届出者の氏名は、関西支部事務局およびホーム

ページで随時公開する。

(3)投票

ア．投票の実施‥‥立候補者がそれぞれの役員の定数を超えた場合に実施する。立候

補者がそれぞれの役員の定数内の場合は無投票当選とする。

イ．有権者資格‥‥2010年4月１日現在で関西支部の通常会員である者。

ウ．選挙公報および投票用紙‥‥選挙公報（立候補者名簿を含む）と投票用紙は、全

有権者に郵送する。これが2010年5月7日（金）までに届かない有権者は直ちに選挙

管理委員会に申し出ること。

エ．投票期日‥‥‥2010年5月21日（金）までに選挙管理委員会に持参または郵送す

ること（郵送の場合は2010年5月21日以前の消印のあるものを有効とする）。

オ．投票方法‥‥‥無記名文書投票。投票方法の詳細は投票用紙とともに郵送する。

(4)開票および結果の公表

ア．開票期日‥‥‥‥開票は2010年5月26日（水）、大阪管区気象台内にて行う。

有権者はこの開票に立ち会うことが出来る。

イ．当選者の決定‥‥選挙細則第5条の定めによる。

ウ．結果の公表‥‥‥結果は、当日関西支部事務局（大阪管区気象台）に掲示し、か

つ関西支部ホームページに掲載する。また、「支部ニュース」第264号に掲載する。
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（参考）

--------------------------------------------------------------------------------------------------------

日本気象学会関西支部役員選挙細則

1．理事および会計監査（以下、役員）は、会員による選挙で、自薦立候補者と会員2名以上の

推薦による立候補者（以下、両者を立候補者とする）の中から選出する。

2．常任理事および会計監査への立候補者の資格は、近畿地区（滋賀、京都、大阪、奈良、和歌

山、兵庫各府県）在住の会員とする。

3．地区に属する府県、および各地区から選任する地区理事の定数は次のとおりとする。

近畿地区（滋賀、京都、大阪、奈良、和歌山、兵庫各府県）2名

中国地区（鳥取、岡山、島根、広島各県）2名

四国地区（香川、徳島、愛媛、高知各県）2名

4．選挙は、無記名連記の文書投票による。連記する数は、役員の定数とする。但し、立候補者

が定数内の場合は無投票当選とする。

5．役員の当選は、常任理事と会計監査にあっては有効得票数の多い順、地区理事にあっては各

地区毎に有効投票数の多い順によって定める。ただし、得票数が有権者総数の10分の1に満た

ない立候補者は、役員となれない。

6．役員が、該当する地区の外に異動したときは失格とする。

7．役員が特別の事情により辞任を申し出た場合は、その任期中においても、常任理事会の議決

により、解任することができる。

8．役員に欠員が生じた場合は、次点者を後任役員とする。次点者がない場合は、常任理事会の

議を経て、支部長は該当する地区の会員から、後任役員を推薦することができる。支部長が推

薦した後任役員は、総会で選任されるまでの間、役員に準じて職務を行うことができる。後任

役員の任期は、前任者の残り期間とする。

9．立候補者あるいは推薦者は投票締切日の25日前までに、立候補者名、立候補する役員名を

記入して、書面により選挙管理委員会に提出しなければならない。

10．選挙に際してはその都度選挙管理委員を若干名おく。委員は会員の中から支部長が任命す

る。

11．立候補者は、選挙管理委員となることはできない。

12．選挙管理委員会は、支部規約および本細則に従い、以下の任務を行う。

選挙の告示、役員立候補者の受付と発表、投票の実施、開票と結果の発表

13．投票を実施する場合、選挙管理委員会は、立候補者名を投票締切日の20日前までに、会員

に告示する。

14．投票は所定の投票用紙と封筒により、選挙管理委員会に郵送、または持参するものとする。

郵送の場合は投票締切日の消印のあるものまで有効とする。

15．選挙の結果は、支部長が選挙後、最初の総会で報告する。

付則 この改正は1995年6月20日から実施する。

この改正は1998年6月17日から実施する。
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○ 2010年度関西支部総会・年会のお知らせ

日本気象学会関西支部は2010年度総会と年会を次の通り開催します。開催の詳細案内

は、関西支部ホームページ（http://www.k3.dion.ne.jp/~msj-knsi/）に記載するとともに、

メーリングリストでもお知らせします。

多数の参加をお待ちしております。

総会・年会の開催日時、及び会場

開催日時：2010年６月26日（土）13時～17時

会 場：大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター）

５階視聴覚スタジオ

案内図 → http://www.dawncenter.or.jp/shisetsu/map.html

交通：天満橋駅（京阪線、地下鉄谷町線）から徒歩約400m

関西支部 年会の講演募集

発表申込締切：5月20日（木）必着

講演予稿集原稿締切：郵送は５月20日(木)必着、PDF電子投稿は５月27日(木)必着

テーマ：特定しない

・申込先：〒606-8502 京都市左京区北白川追分町 京都大学大学院理学研究科地球惑

星科学専攻 西 憲敬 E-mail：ｍｓｊ－ｋｎｓ＠ｓ２.ｄｉｏｎ.ｎｅ.ｊｐ

・申込内容

発表者名（複数の場合も明記．フリガナ．発表者に＊印）、所属、題目、パソコンの使

用の有無、連絡先（住所、電話番号、FAX番号、E-mail宛先）をご連絡ください。年

会申込みであることを明記してください。

OHP・ビデオ・スライドでの発表はできません。

・申込方法

E-mailまたは郵送で申し込んで下さい。FAX、電話では受け付けておりません。

・原稿の作成要領

本年度より例会は、PDFによる電子投稿を受け付けております。従来の郵送による投

稿も可能です。詳しくは関西支部ホームページをご覧ください。

(http://www.k3.dion.ne.jp/~msj-knsi/regular/genko.html)

ホームページをご覧になれない場合は、申込先にご請求ください。所属は正式名称でお

願いします。

○ 関西支部第32回夏季大学

今年の夏季大学は2010年8月26日（土）にキャンパスプラザ京都（京都市）で開催

予定です。昨年と同様に週末の1日開催となります。台風をテーマとする3題の講演を

お願いする講師を検討中です。詳細が決まりましたら、関西支部ホームページでもお知

らせします。しばらくお待ちください。
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○ 支部発行過去文献の電子化保存と公開に関するお願い （再掲）

関西支部では、過去に支部が発行した文献（具体的には年会や例会の要旨集や予稿集、

及び、夏季大学のテキストなどに掲載された論文を指し、近畿地区例会要旨集には海洋

気象学会の論文も含む。以下「掲載論文等」と略す。）の電子化保存を進めています。

2009 年度関西支部総会で承認された、電子化された掲載論文等の公開の手続きに関連

して、すべての著者のみなさまに重要なお知らせです。

1975 年以降の掲載論文等のすべての著者に対し、当該記事の著作権を日本気象学会関

西支部に委譲下さいますように、お願いいたします。

公開を希望されない文献については、お知らせいただければ公開の対象から除外しま

すので、その旨を日本気象学会関西支部事務局までお知らせください。

2010 年度総会開催前の５月末日までを意見のお申し出期間とし、それまでにご異論

がなければ、著作権を学会に委譲されたものとして、電子化された掲載論文等を公開

対象とします。

過去の掲載論文等の電子化保存・公開事業は、研究の便宜を図るだけでなく、文化史

的にも大変意義のある事業です。気象学会会員及び著者の皆様のご理解とご協力をお願

い致します。なお、本件に関わる詳細は、関西支部ホームページ

http://www.k3.dion.ne.jp/~msj-knsi/denshika.pdf

をご覧ください。

また、本年度（2009 年度）以降の掲載論文等についても、著作権が気象学会関西支

部（海洋気象学会員分は海洋気象学会）に帰属することを条件に募集します。支部会

員の方々には以上の趣旨をご理解いただき、ご賛同下さいますようお願い致します。

○ 会員種別について

会員の種別につきましては、2006 年度理事会・総会において「支部会員の種別化に

ついて、2004 年 8 月から既に本部で実施している形をそのまま準用し、今後通常会員

のみ選挙権や議決権をもつこととする。」ことが承認されました。このため、通常会

員は総会の議決権及び役員選挙における選挙権と被選挙権があり、特別会員にはあり

ません。特別会員から通常会員に、あるいはその逆への変更はいつでもできますので

希望される方は日本気象学会事務局まで連絡して下さい。

～～～～＜＜事務局からのお願い＞＞～～～～～～～～～～～～～～～～～～

１．支部発行過去文献の電子化保存に関連して、2009 年度は過去の夏季大学テキスト

を電子化しました。しかし、事務局には以下のテキストが見当たらずに欠番となってお

ります。もし、お持ちの方がいらっしゃいましたら、事務局に貸し出していただければ

幸いです。

第7回（1985）・第9回（1987）・第10回（1988）・第11回（1989）

２．事務局では 2010 年度関西支部サイエンス・カフェについて企画中です。テーマや

講師などの要望がありましたら、気軽に事務局までお寄せください。
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○ メールアドレス登録のお願い

関西支部ニュースは年 3回（5 月、8 月、3 月）発行予定で、2006 年度から関西支部

ホームページに掲示して閲覧していただいています。支部ニュース発行、総会・年会・

例会などの開催通知は、支部全会員に E-mail で配信していますが、E-mail アドレスの

登録は約7割となっています。まだ登録されていない会員の方は、会員氏名・番号、E-

mail アドレスを関西支部事務局まで、ご登録いただくよう重ねてお願いします（関西

支部の連絡先などは最初のページをご覧下さい）。

○ 住所変更届のお願い

機関誌「天気」などの発送は学会本部事務局の会員名簿に基づいて行っています。学

会事務局では会員の皆様の移動状況を早めに把握するように努めておりますが、把握漏

れがあった場合には旧勤務地（旧住所）に発送され、旧勤務地（旧住所）の方に転送等

の御迷惑をおかけすることになります。会員の皆様におかれましては、転勤等により勤

務地（住所）が変わった場合、変更届を速やかに下記の学会本部事務局宛にご連絡いた

だきますようお願いします。

※学会事務局 〒100-8122 東京都千代田区大手町1-3-4 気象庁内

TEL：03-3212-8341（内線。2546） FAX：03-3216-4401

E-mail ｍｅｔｓｏｃ－ｊ＠ａｕｒｏｒａ．ｏｃｎ．ｎｅ．ｊｐ

(注：メールアドレスはスパム対策のため全角で記しています。メール送信の際には半角で入力して下さい)

○（社）日本気象学会入会案内

入会を希望される方はどなたでも入会できます。学会のホームページからオンライン

（Web 入力）による手続きができます。郵送またはＦＡＸで申し込まれる方は個人用又

は団体用の申し込み用紙をホームページから入手するか、次ページを利用し、必要な

事項を記入したうえ、学会事務局本部に郵送またはＦＡＸで送付して下さい。

会費の納入など詳しいことは学会事務局にお尋ね下さい。

※学会事務局 〒100-8122 東京都千代田区大手町1-3-4 気象庁内

TEL：03-3212-8341（内線2546） FAX：03-3216-4401

住 所 等 の 変 更 届

・会員番号： № ・氏名：

・旧勤務地（旧住所）：〒

・新勤務地（新住所）：〒
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ホームページ： http://wwwsoc.nii.ac.jp/msj/Form/nyukai-j.html


